
    明神祭の感想（作文の抜粋）３年 

「感動した明神祭」 

 合唱では、お客さんに褒めてもらえるように歌いたいと私は思いました。息継ぎや、他のパートの音に気を

つけながら歌いました。 

 3年生の発表は、これからの東栄町に私たちに何ができるかを自分たちで考えたことを発表しました。見

てくれたお客さんにもしっかり伝わるように大きな声で言うことができました。 

 初めての明神祭でいろいろ戸惑うこともあったけれどみんなと協力してできたので楽しい明神祭になりまし

た。 

「最初で最後の明神祭」 

 はじめの頃は、模擬店もクラスショーもないし絶対つまらないと思っていました。 

 僕は総合の発表で東栄町の花祭りのことについて考えました。こんなにも長く深く花祭りについて考えるこ

とは今までありませんでした。これまでの経験やネットの情報や、役場の人に聞いたりして、本番の1週間前

ぐらいにようやく内容が決まりました。そこから焦りましたが、原稿やパワーポイントを完成させました。なかな

かいい感じにできたと思いました。そして本番では、たくさんの人の前でしっかり発表ができました。この発表

が少しでも多くの人の心に届くといいです。これからも、このふるさとを大切にしていきたいです。 

「思い出の明神祭」 

 僕は最初、今年の文化祭が変わると聞いてすごく驚きました。でも、文化祭の名前が明神祭になり、発

表の練習が進んで行くにつれて変わったことに慣れていきました。実行委員は明神祭の全体をまとめたり、

オープニングのコントの練習がありました。実行委員は執行部の2年生と協力してやったので良かったです。 

 学年の発表は最初の方はなかなか進みませんでした。でも、自分たちでやりにくいところは変更したりして

進めました。町から出ていく理由を再現した劇をやりました。内容をしっかりしながら面白みを出すのが難し

かったです。うまくいって良かったです。 

 英語のスピーチ、スキット、少年の主張の発表もあっていろいろ参考になるところがありました。 

 変わったところもあったけれど思い出に残る明神祭になりました。 

「明神祭」 

 私は明神祭で東栄町の魅力を改めて知ることができたと思う。 

 特に3年生の発表だ。自分たちで東栄町には今どんな問題があって、それをよくして行くにはどうしたらい

いかを考えるときに、東栄町の良いところをたくさん見つけようとした。テーマの自分たちにできることはまだ少

ないかもしれないけれど、自分たちの郷土のために、今私たちができることはできたと思う。 

 花祭り会館の合唱では、近所の人たちがきて、笑顔で手を振ってくださった。そうゆう人の温かさも東栄

町の魅力だと感じた。 

 東栄町の魅力を感じ、みんなとの思い出もできる最高の明神祭だった。 

 

 



「    」 

 今年の文化祭は今までと変わって明神祭に変わりました。 なのでとってもうれしかったです。 

 理由は、クラス所や模擬店がなくなったからです。クラスショーは人前で芸をするのでそうゆうのはあんまり

やりたくないからです。何のためにやるか分からないからです。特に劇とかダンスとかをやるのはマジで最悪で

す。模擬店はちょっと面倒くさいからです。 

 ですが、今年はそれは無くなって、これからの花祭りを考えるということに変わりました。僕たちの提案は、

花祭りの会場を一つにするというものです。僕は、花祭りをやっていませんし、見たことは1・2回しかありませ

ん。ですが、友達が花祭りが大好きなので協力しようと思いました。本番に向けていろいろ準備をして、本

番で全部伝えることができました。 

 今回をきっかけに、花祭りを見に行こうと思います。 

「3年間の集大成」 

 一番心に残ったのは、3年発表と合唱でした。 

 学年発表はどのようなことを発表すれば良いのかとても迷いました。でも、自分の東栄町の好きなところを

伝えられたと思うので、満足しています。 

 合唱は去年より高い音が出るようになってきて、モチベーションが上がっていました。だから、練習も本番も

今まで教えてもらったことを意識して楽しく歌うことができました。 

 3年間で最後の文化祭が3年間で一番大変だったけれど、一番楽しかった文化祭でした。そして僕たち

の東栄町の素晴らしさ、思いが伝えられて良かったです。 

「最初で最後の明神祭」 

 印象に残っていることは、みんなで協力して明神祭ができたことです。 

 最初は何をすればいいか分からなかったけれど、みんなでいろいろな計画を立てることができました。 

 合唱では、長坂先生の指導や授業の練習などで、音の強弱や声の大きさなどをしっかりできるようになり

ました。 

 今回の明神祭は、最初で最後だったけど、みんなで協力して発表することができました。 

 そしてこれからの東栄町のことも考えていけたらいいなと思いました。 

「最高の一日」 

 はじめはばらばらだった合唱がだんだんと気持ちが合ってきた。 

 本番は、一人一人が声を出し、聞いている人に届けようと思いながら頑張りました。だんだん緊張から楽

しさに変わりました。 

 家族から合唱を褒めてもらいました。聞いていた人から褒めてもらうと頑張って良かったなとうれしくなりまし

た。 

 中学校最後の明神祭。とても楽しい良い思い出になったと思います。 

 

 

 



「成長」 

 合唱が一番心に残っています。たくさん練習しました。アルトパートの難しさに苦戦して、他のパートと合

わせたときには全然歌えませんでした。本番では、クラスの目標であった3年間で一番良い合唱にできたと

思います。 

 この3年間で、1年生の時より絆は深まったと思います。だからこそ合唱もみんなの気持ちを一つに最高の

パフォーマンスができたと思います。少ない人数のクラスだけど、このクラスで本当に良かったと思いました。 

「地域の方とつなげた明神祭」 

 開催前にプログラム用紙とポスターを地域の方に配ったこと。はじめは「面倒くさいかな」と感じていた。隣

の家に配りに行くとおじさんが 

「ありがとう。見に行くね。はっはっは」 

といって喜んでくれた。僕はうれしかったと同時に頑張らなきゃと感じました。 

 二つ目は花祭り会館で合唱をしたことです。家族だけでなく、地域の方にも聞いていただけたのでさらに

東中のことを知ってもらえました。それで活気を与えられたと思いました。 

 地域の方とも新しい交流ができました。これから良い伝統を引き継いでほしいです。 

「ナイスデイ」 

 いろいろ変わって大変でしたが特に学年の発表を考えるのが大変でした。カナダの発表のように経験や感

じたことを話すのではなく、一から東栄町のどんなことを話すのかなどを決めたので難しかったです。三週間ぐ

らいあったけど、これで本番の発表をしよう!と決まったのは本番の4日前くらいだったので、結構ギリギリでし

た。いつもやばいんじゃないかと思いながら生きてきたので完成したときはとてもうれしくて安心しました。 

 みんなで役割を分担したり、案を出し合ったりして協力したのが良かったと思います。遠慮せずにばんばん

意見を言い合うのが大切というのがわかりました。 

 本番はいい発表ができたと思います。大変だったけど、本番までになんとかするという力がついているのが

わかって良かったです。そして改めて東栄の魅力を知り、興味ももてたので東栄町を大切にしていきたいで

す。 

「初めての指揮者」 

 合唱が一番印象に残っています。初めて指揮をやったからです。初めて指揮をしたとき、みんなの視線を

感じてすごく恥ずかしかったです。せっかく教えたもらったことも、みんなの前に立ちつと緊張で忘れて何もで

きなかったです。 

 私の動きを見て、みんなは歌い始めます。家で、上手な指揮の人の動画を見たり、曲を聴きながら指揮

を振ったりして何度も練習しました。 

 前合わなかったと思うところもだんだん合うようになってきました。 

 本番。一番上手にできたんじゃないかなと思いました。 

 この明神祭を通して、私は少し成長できた気がします。苦手なことに挑戦し、それを最後まで頑張ってで

きました。恥ずかしいからやりたくないからなどを理由にして諦めませんでした。苦手なこともまずは挑戦する

ことが大事なのかなと思いました。 



「最高の一日」 

 私は、明神祭を振り返ってみるととても良い1日になったなと思いました。実行委員となっていろいろ決め

ていくうちに、最高のものにしたいと思うことがありました。 

 文化祭から明神祭になり、最初で最後となり、うまくいかないこと、戸惑いもありました。でも、最高の仲

間がいたからこそ今では良い1日になったのではないかと思うことができました 

 私はこの明神祭で心に残っていることが二つあります。一つ目は、学級の総合的な発表です。今まで東

栄町の未来や東栄町のために私たちができることを考えることはありませんでした。 

 「将来、人口が増えたらいいな、暮らしやすくなったらいいな。」 

としか思っていませんでした。でも、この機会をきっかけにしっかり考えようと思いました。東栄町の未来を全

員で考え、この発表により東栄町が暮らしやすくなればいいなと思いながら発表していました。 

 二つ目はクラス合唱です。体育館とは違い響きやすかったので歌っていた私もいつもよりうまく聞こえてきま

した。このメンバーで歌うのも残りわずかなんだと思うと悲しかったです。3年生として、良い合唱がお客さん

に届いたかなと思いました。3年生として良い歌になったのは、このメンバーだったから、このメンバーでなかっ

たら絶対にできないと思いました。 

 そして全校の仲も一気に縮まった日になったと思います。これから、この明神祭をきっかけに学んだことを

生かしていきたいです。小さな事、ゴミ拾いなど私たちにできることがあるので、東栄町が栄えるためにも自

分から行動していきたいと思います。 

 


